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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月11日(2017.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．エタンから、エタン酸化を経てギ酸を含む粗酢酸組成物を生成する工程、および、
その後、
　ｂ．前記粗酢酸組成物を連続分別結晶化により精製し、ギ酸を除去し、精製酢酸組成物
を得る工程、
　を含み、
　前記ギ酸は前記精製酢酸組成物中に、前記精製酢酸組成物の総重量に基づき、０．２重
量％未満の量で存在する、酢酸を生成するための方法。
【請求項２】
　前記ギ酸は前記精製酢酸組成物中に、前記精製酢酸組成物の総重量に基づき、０．１重
量％未満の量で存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ギ酸は前記精製酢酸組成物中に、前記精製酢酸組成物の総重量に基づき、０．０１
重量％未満の量で存在する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記エタン酸化は触媒を利用する、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記粗酢酸組成物は、ブタン、ブテン、プロパン、またはプロピレンを含まない、請求
項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記粗酢酸組成物はアセトアルデヒドをさらに含む、請求項１～３のいずれかに記載の
方法。
【請求項７】
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　前記酢酸は約－３５℃から約－１５℃の範囲の温度で結晶化される、請求項１～３のい
ずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記酢酸は約－１５℃から約１７℃の範囲の温度で結晶化される、請求項１～３のいず
れかに記載の方法。
【請求項９】
　前記酢酸は約１０℃から約１７℃の範囲の温度で結晶化される、請求項１～３のいずれ
かに記載の方法。
【請求項１０】
　前記精製酢酸組成物は、前記精製酢酸組成物の総重量に基づき、１重量％未満の量の総
不純物を含む、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
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